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国語科教育実習において，教育実習生はどういう出来事と出会い，そこではいかなる働きかけが有効な
のか。こうしたテーマを掲げて， 8年間，福山附属国語科では教育実習の様態を蓄積し分析と考察を続
けてきた。本論文はその研究のまとめである。
1 はじめに
広島大学附属福山中高等学校国語科では， 2005年
度~2012 年度にかけて，「より優れた中等教育授業者
を育成する国語科教育実習のあり方を求めて，実習現
場で生起する出来事を記述し，その分析・考察を通じ
て」，「中等国語科教育実習指導体制の構築にむけた課
題を析出すること」を目的として研究し，分析・考察
• 諸課題を集積・ 発表してきた (*I)。本稿は，その
蓄積をまとめ，本研究の成果を明らかにするものであ
る。
ここで， 2005 年度~2012 年度にわたる研究の概略
を振り返っておこう。
0 2005年度：実習現場で生起する出来事を顕在化さ
せるための「実習日誌」「授業観察・ 批評会記録」
「評価録」を開発し，これを用いた実習指導を実
践した。それらとビデオによる授業記録とを分析
・考察することで，実習実施前の実習生の授業構
想力の実態，終了までに実習生が経験する出来事，
授業力獲得の過程，指導上の課題，実習期間中に
獲得される力とされにくい力などが明らかになっ
た。また，実習における学びを評価する上での観
点と方法の策定にも見通しを得た。
0 2006年度：実習生の¥¥授業者としての学びの具体
I、を報告した。実習生はいかに学び，何を手にい
れ／手にできず，どう変わった／変わらなかった
のか。また，折々の教員の指導助言の何が有効だ
ったのか，どこに不足があったのか。 6事例の分
析を通じて実習指導のあり方を探求した。
0 2007年度：実習活動で生起する問題とその解決に
むけた指導の一般モデルを策定するとともに，単
元及び教材と授業の具体に即した記述，分析を積
み重ねてより実践的なモデルを構築していくとい
う研究展望の 1年次研究。授業力獲得にむけた指
導の一般モデルを策定し，あわせて「説明・評論」
単元の実習授業を取り上げ，当該単元の授業力獲
得にむけた指導モデルを提案した。
0 2008年度：より実践的なモデルを構築していく研
究の 2年次として，「小説」単元の実習授業を取り
上げ，当該単元の授業力獲得にむけた指導モデル
を提案した。
0 2009年度：より実践的なモデルを構築していく研
究の 3年次として，「古典」単元の実習授業を取り
上げ，当該単元の授業力獲得にむけた指導モデル
を提案する。
0 2010年度：より優れた中等教育授業者を育成する
国語科教育実習のあり方を求めて，観察実習にお
いて実習生に生起している出来事の記述，分析，
考察を行うことで，①観察実習の在り方・②中等
国語科教員養成プログラムの教育内容の体系化を
試みる。本年度は基礎資料となる諸記録用紙を開
発し，別役実「愛のサーカス」を教材とする中学
1年生対象の現代文の授業と劉向編『戦国策』「漁
父之利」を教材とする高校 1年生対象の漢文の授
業とを示範授業として，これに対する観察実習生
の記述内容を分析考察した。
0 2011年度：本年度は，より優れた中等教育授業者
を育成する国語科教育実習のあり方を求めて，観
察実習において実習生に生起している出来事の記
述，分析，考察を行う研究の 2年次にあたる。本
年度は，小原嘉昭「モンシロチョウの手旗信号」（学
校図書『中学生の国語 1』採録，評論文，対象
学年：中学 1年生），田ロランディ「クリスマスの
仕事」（学校図書『中学生の国語 2』採録，物語
文，対象学年：中学 2年生）を教材とした二つの
示範授業に対する観察実習生の記述内容を分析・
考察した。また，基礎資料となる諸記録用紙の改
良を試みた。
0 2012年度：本年度は，より優れた中等教育授業者
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